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しろはく活動記録  

古地図と城の泉 第６１号  

         鳥羽城絵図調査記録下絵図発見 

         丸岡城絵図・刈谷城修理絵図伝来 

         鳥羽藩江戸御用部屋城修理記録 

                              平成３０年５月１日 

しろはく古地図と城の博物館 富原文庫 

  城郭現地調査報告及び資料調査 博物館事業報告 

１・鳥羽市教育委員会さん来場に伴う、鳥羽城資料検索結果 丸岡城絵図、刈谷城修理絵図を鳥羽城と

伝来間違い、陸軍省城絵図の鳥羽城下絵発見、鳥羽藩江戸御用部屋鳥羽城修理記録確認 

地震による城郭被害の調査で鳥羽城についても報告されている三重県の盆野行輝さんの紹介で鳥

羽市教育委員会さんが来館される。７月２０日ということで、５月の後半に準備と考えていたが、

各地からの問い合わせと一緒に資料検索を試み、鳥羽城資料の調査を行った。 

７月２０日三重県盆野行輝さん、鳥羽市教育委員会さん来館、閲覧撮影予定資料 

１・鳥羽城修理伺書・奉書四通 御用部屋控 ３１丁１冊  

盆野さんによる歴史地震３１号平成２８年５月３１日「宝永安政

地震の城郭被害～志摩鳥羽城を中心に」で紹介された安政２年５

月の御用部屋記録につながるものである。 

『安政二年七月鳥羽御城石垣惣 高サ弐尺築足 一件 

同三年四月御同所追手海面江砲台場新規築増 

         南之方御櫓台江同 築足  一件 

                      御用部屋』 

鳥羽表御城外外曲輪石垣崩孕等～築直之儀 当夏御願以下略 

七月十一日稲垣摂津守伺書 異国船防御のため、土塁石垣築足

云々 

八月九日久世大和守他老中奉書 修理許可書 

九月七日稲垣摂津守志摩国鳥羽城石垣崩孕等出来付報告書 

何れも封紙表裏写付 

 



 

安政三年四月鳥羽表外曲輪土塁

御普請之処大砲備方為便利追手

之方海面江砲台場壱ヶ所新規並

南之方御櫓台江砲台場築足御願

候鳥羽表ゟ申来 右砲台場築足

以下略 

四月九日助御用番牧野備前守様

江砲台場築立等御伺書絵図面備

付差出以下略 

三月二八日稲垣摂津守御伺書同

封紙 

２・城絵図陸軍省城絵図志摩国元

鳥羽県 

 １０７ｘ１３２ｃｍ 

 明治五年城郭存廃調査絵図 



 本丸に大破三重櫓・城内多門、櫓の破損状況記録、東北面海側に元台場四基石垣造り構築、北佐

田口門内海面にも元台場、城内に県庁等明治五年の状況を克明に記録 

詳細は戎光祥出版『富原文庫蔵陸軍省城絵図』参照 

３・鳥羽城下絵図控之分 陸軍省城絵図控 

 １１４ｘ１３２ｃｍ 

 詳細な検討は必要であるが、内容は陸軍省城絵図と同じであり、同絵図の現地控図と考えられる。

これまで同時に閲覧したことはなく、陸軍省城絵図の履歴を物語る絵図の発見と言える。六〇年の

研究歴の中で、入手時期は不明。よく出会えたものと感服。今回の依頼がなければ発見できなかっ

た。 

４・志州鳥羽城図 実は丸岡城絵図 

 １２８ｘ１７５ｃｍ 

 城内建築は鳥瞰図風に描画、本丸に三層櫓が描かれ、石垣高さ堀巾、曲輪、堀長さ等防衛要素は

記入され、城下町は町屋と侍屋敷、足軽町の別のみ、城下町も通路幅、堀巾、長さ等防衛機能は明

記される。これらから藩用図かと思われる。文字情報としては上記寸法表記以外に大工小屋、馬屋、

鳴鹿道通、本光院、長崎道、福井道通、里丸鬼村、神明町、次風町、谷町通、魚町通、寺町、下天

神、上天神、法米寺、一本田通、新町通、御屋敷会所、三国道通、地蔵町、新道通、金津道、玄女

道、千田道、長野縄手が記される。縄張は秋落下に鳥羽城でなく、丸岡城を描いている。題箋並び

に図中の志州鳥羽城図の文字はそれなりに古い。なぜ鳥羽城とされたかは来歴の検証が必要か。 

５・鳥羽御城絵図 実は刈谷城修理絵図 

 ８８ｘ９８ｃｍ 

 本図は入札目録の時点で刈谷城と承知の上で購入した。確かに海際の石垣の状況は類似している

が、縄張が異なる。図中には鳥羽城の文字はなく、タトウに記入されているので、後世、誤って記

されたものと思われる。 

６・関連資料順不同 

 鳥羽案内地図２種 大正３年 

 宇治山田市及鳥羽町附近新地図 明治４５年 

 志摩国鳥羽港日和山眺望真図 明治２３年 

 鳥羽遊覧の栞２種 鳥瞰図 刊記無 昭和１０年頃 

 明治２３年鳥羽町の絵図 複製 

 寿山鳥羽鳥瞰図 昭和２年 

 鳥羽名所交通案内図２種 鳥瞰図 大正１５年 

 三重県鳥羽名所案内之図 大正８年 

 鳥羽名所案内図 刊記無 戦後すぐか 

 鳥羽市街全図附志摩遊覧案内図 昭和７年 

 鳥羽港平面図 ３０００分Ⅰ 戦前 

４月１８日～２０日調査 

２・新潟県立歴史博物館・福島県立博物館・仙台市立博物館 戊辰戦争１５０年記念展（仮）予定 

 昨年、福島県立博物館が来場され、１６点の資料を展示用に選択された、その後３館協議の上１１点の

展示が決定した。ただ、京都絵図だけは出てこない。取り置きしていたので錦絵はすべてお出しできた。

大阪城内絵図は戊辰戦争で炎上する大阪城がリアルに描かれている。新聞お変わりに戦争の様子、幕

府の終焉を象徴する錦絵である。複製され絵柄としては著名であるが、現物を収録されている事例はほ

とんど聞かない。退色の危険を憂慮しながら実物公開に成る。元治新撰皇都細見図は安中市学習の森



で会津若松城下絵図展の際、会津の心として、藩校の様子、若松城資料、戊辰戦争を描いた際に京都

守護屋敷を描く資料として展示したものである。城絵図は分類整理しているが、京都絵図の扱いは甘い。 

ｊｙ該された絵図には珍しい磐城平城の幕末台場が描かれた絵図も含まれていた。 

 ３ 錦絵 米船渡来旧諸藩士固之図（3枚続） 

 ４ 錦絵 画巻国史 七卿西走之図（3枚続） 

 ５ 錦絵 近世史略 薩州屋敷焼撃之図（3枚続） 

 ６ 錦絵 慶長四年大功記大山崎之図（3枚続） 

 ７ 錦絵 毛利嶋山官軍大勝利之図（6枚続） 

 ８ 錦絵 山﨑合戦官軍大勝利之図（現状 5枚） 

 ９ 錦絵 城中大火図（3枚続） 

 10 錦絵 画巻国史 函館五稜郭奮戦之図（3枚続） 

 11 皇国一新見聞誌（若松戦争）*城中凧揚 1枚  

14 錦絵 東叡山戦争之図（3枚） 

 15 元治新撰皇都細見図 1枚 

 16 白石城絵図陸軍省城絵図 

３・各地文化財事業支援 

 ＢＳ－ＴＢＳ ２０１８年５月７日月曜日、にっぽん歴史鑑定に会津若松城下絵図屏風放映許可 

協力安中市学習の森 

 西尾市教育委員会 西尾城二の丸跡整備報告書に陸軍省城絵図掲載 

 平市教育委員会 陸軍省城図を展示用にデーター提供、協力戎光祥出版 

 鳥羽市教育委員会 鳥羽城絵図調査来館 

 鹿児島西南戦争資料館準備協力 錦絵。古地図等々 

新収集情報報告 

 掲載は入手順に入手後、翌日に記載しています。メモ代わりの備忘録ですので順不同です。 

 掲載分類は城郭図、城郭錦絵は城郭、群馬地図、資料は群馬、錦絵地図は錦絵、地図類は航空写

真も地図、錦絵軍事、砲術、調練は軍事、後はタイトル通りです。 

１・古絵図・古地図 

 長崎市街地図 大正１５年 桂吉之助 林田印刷所 裏名所案内と著名商店便覧 

 １万分Ⅰ小倉近傍図１４面 昭和４０年 戸畑・八幡・若松西部・八幡西北部・八幡西部・門司・

小倉東部・下関西部・門司西南部・小倉北部・小倉主部・小倉南部・若松首部・下関  

 町名改正新版関市街図附著名建物店舗案内 戦後すぐ？  

 中野町全図 昭和１２年 長野県下高井郡 

 長野県上高井郡須坂町略図 刊記無戦前 

 平壤案内・平壤地図 昭和５年  

 最新大広島市街地図附芸備銀行本店行舎図 昭和４年 丸岡才吉 芸備銀行 

 浜松市詳細図 都市計画街路網番地記入 昭和９年 山田金十 

 福井市新地図 大正９年 大淵善吉 

 徳島市街全図 大正１０年 日下与兵衛 

 最新長崎案内地図 大正１０年 宮本茂三郎 

 最新実測熊本市街地図 大正１０年 濱田辰次郎 

 最新実測盛岡市全図 大正１０年 矢島菊次郎 來方堂 



 大分市街新地図 大正１０年 高山英明 

 佐賀市街地図 大正９年 大淵善吉 

 最新鹿児島市街地図 大正１１年 紙屋哲三 栄文館書店 

 大正調査番地入横浜市全図 大正１０年 松信大助 有隣堂出版部 

 富山市全図 大正１１年 江尻兼次郎 江尻真生堂 

 松山市街地図 大正９年 大淵善吉 

 実地踏測番地入東京市街全図 大正１０年 日下伊兵衛 

 最新実測金沢市街地図 大正３年 北村永太郎 

 水戸市全地図 大正１０年  

 清院本清明上河図 張拓端 乾隆元年 中国北宋の都開封鳥瞰図 北京故宮博物館蔵 

 水戸市現勢地図・水戸太平館泉屋引札 大正２年 池田正作 

 一宮市全図 昭和５年 ９０００分Ⅰ  

 地図文献 明和江戸全図・佐賀県立図書館蔵古地図絵図録・北海道大学付属図書館北海道関係地

図図類目録・１６世紀における日本地図の発達・伊能忠敬官板実測日本地図蝦夷・北蝦夷・ＡＮＴ

ＩＱＵＥ ＭＡＰＳ・古板江戸図集成第４・５巻江戸方角安見図乾坤揃・・ 

２・古典籍・古記録 

３・印刷資料 

４・錦絵・引札・双六・絵葉書・古写真 

 メンコ・煙草ケース ３箱程 

 愛知県碧海郡有力商店案内 裏歴史双六  

 なかよしたんけんすごろく 小学三年生 昭和２８年 

 キング特年号萬人熱狂家庭娯楽余興大集 昭和１０年 大日本雄弁講談社 

 豊臣秀吉出世双六 昭和４年 幼年倶楽部  

 



 錦絵江戸名所 数寄屋橋・高輪・築地門跡・真乳山・霞が関・海案寺・呉服橋・増上寺・浅草をく山・向

島・幸橋・本瀧三つまた  

 絵葉書 足利名所２組・足利織姫神社御造営紀念・吉孫銘仙・織物と史跡の足利・足利名勝絵葉

書・染織機械共進会紀念足利協賛会・足利織姫神社足利史料・足利学校２組・城の腰富永公園・足

利実業学校・鑁阿寺８枚組・同６枚組・足利みやげ・足利風景・殿岡利助商店・足絵葉書市役所・

県立工業学校・足利市名所・大山祇神社以上１３２枚・甲府積翠寺古湯２組・小松町市街全図等３

枚・ 

５・軍事資料・武器武具 

 陸軍教本 要塞砲兵火工教範・同材料保存法・同工作教範・同操典草案・馬術教範・野外要務令・

野戦砲兵射撃教範草案 

 玉型銃弾鋳型 散弾用・火縄銃用 散弾用は初見 

 軍法極秘伝書全７冊内３巻６巻欠５冊 慶安２年１６４９年 西村又左衛門  

６・城 

 城絵図複製６枚 市町村史の附図と思われる。 慶長江戸図・吉田城趾・刈谷古城図・浜松城図・

駿州府中之城図・岡崎城之図・青龍寺御城之図・ 

 築城沿革略史 明治３４年改訂 築城学教程巻之三附録 日本で最初の日本城郭史か 五稜郭

平面図・鉢形古城図・松山古城図・菅谷村古城・大庭古城図 

 内閣文庫蔵正保城絵図 昭和５１年５２年 内閣文庫 古河注記図共１組・徳島注記図共２組・

府内注記図共２・新宮注記図共１組・松江注記図共２組・白河注記図共２組・米沢注記図共２組・

桑名注記図共３組・上田・篠山本図のみ１組・弘前・広島本図のみ３枚 解題５冊 タトウ２冊 １

期のみタトウ入り、当初はわざわざ東京の内閣文庫へ行、購入依頼書に判子をつかないと売ってく

れなかった。郵送も不可でした。確かに４２ｘ５８ｃｍと郵送には不便である。２期以降はタトウ

がないため、保存に困る。そのためタトウだけ集めた。細密基本絵図であるが、保存には大きすぎ

て難しい。字を読めるように配慮されているためやむを得ない。１度だけ、本物購入を依頼された

が、１枚１０００万円と手が出なかった。某市役所に眠っている。 

 上高井郡山城居館址類集 上高井教育会 昭和１３年 信濃教育会上高井部会 ５７頁 当時

としては珍しい縄張図集である。３２の中世城郭、近世陣屋を収める。 

 明暦江戸大絵図 之潮 限定１５７部内４３ 定価８８０００円 

 松江城板絵 寛文６年 裏に松江城略絵図 いずれも外観図 

 北海道志 全３５巻２５冊内巻３０・３１巻１冊欠 開拓使編纂 大蔵省刊行 第２巻に北海道

国郡全図・渡島国図・函館市街図新旧２図・函館公園図明治１５年・七里試験場図・桔梗野牧羊場

図・大野養蚕場図・福山市街図新旧２図・江刺市街図新旧２図・後志国図・小樽港図・石狩国図・

札幌市街図・札幌本庁図・札幌農学校図・札幌工業課図・偕楽園図・札幌豊平館図・札幌神社図・

天塩国図・北見国図・膽振国図・室蘭港市街図・日高国図・十勝国図・釧路国図・根室国図・根室

市街図・千島国図・松前福山城図・五稜郭図・函館辨天砲台図 第２２巻に兵防、蝦夷警備状況

台場、勤番別装備、屯田兵編制明細記入 明治１７年 測量地図は明治１５年 

 士鑑用法相伝之定・輔和魂帳 城取・撰地形ノ事・縄張之事・城品々之事・虎口之事・蔀笰之事・

横矢之事・雑制・陣・座備用法・（中略）・攻城・守城・守城用法・城内法度・（中略）辯書抄・繁

盛勝地・縄張（図多数）・陣・（後略） 

 城郭文献 松江市史別編１松江城・西尾城二之丸跡整備計画書・城郭研究室年報２７号・ 

 城絵葉書 旧足利城趾両崖山・足利市全景パノラマ２枚・ 



 購入見合わせ 徳川覇府江戸三十六城門画帖３１５００円・周防国山口之新城４２０００円・釜

山観光叢書釜山城址１０５００円・台北城門写真４枚４２０００円・播陽古城記巻上８４００円・

大阪古城之図２１０００円・江戸城図２１０００円・ 

７・群馬県史料 

 錦絵木曽街道六十九次之内倉賀野自来也 国芳 大判 倉賀野城のある高崎倉賀野宿です。 

 上州伊香保温泉場真景 明治３８年 山田治衛門石版 

８・その他 

 図書目録 武庫川女子大学増加図書目録４冊・明石中学山内記念図書館・東北大学文学部東北地

方目録・平塚市博物館今井家文書・北海道刊行行政資料・仙台市民図書館郷土資料目録・弘前図書

館津軽古図書保存会目録・ 

 その他 日本民俗学の回顧と展望・北海道開発局天北北部地域農業開発の検討資料・東京大学一

覧・郵便の経営学・日本洋学史の研究８冊・全国各種学校年鑑・長岡京市史資料編２・兵庫県文化

財図鑑 

あとがき 

１・前号で名古屋城手彩色の絵葉書、 

 城の絵葉書をまとめられた、福岡の後藤仁公さんからお便りいただきました。 

こんにちは。福岡の後藤です。 

毎回 しろはく活動記録、送信いただき ありがとうございます。 

今回の、名古屋城手彩色の絵葉書ですが、鏡面印刷されているだけで、 

三重櫓は西北櫓（清洲櫓）です。 

お城の絵葉書では、鏡面になっているものを よく見かけます。 

とのことでした。以前に上田城の絵葉書を教育委員会の和根崎さん見ていただいたときも、１枚、

同様の指摘がありました。この前の小生の三増合戦絵図も１８０度回転するところを、上下反転、

つまりミラー反転させてしまい左右逆像になったもので、後で正画像をお送りしましたが、修正せ

ずに５枚目を削除していただくと問題を解決します。今回の名古屋城も何となく、裏焼きかなと思

いながら、そのうち調べようと思っていましたら、後藤さんに教えていただきました。後藤さんの

鏡面印刷とは写真業界で使っていた裏焼きと同意とのことです。ありがとうございました。なお、

後藤さんは熊本城本丸御殿の再建時、大林組の工事責任者を務められました。今は５年前に退職さ

れ、小生同様城三昧とのことです。ご活躍を祈ります。 

２・古書同好会目録に西郷どん特集 

 前回、平和島に来られた鹿児島の方が資料館を考えておられ、西郷隆盛と西南戦争資料を探して

おられるのを機会に関係資料を整理し、大河ドラマ西郷ドンに合わせて、古書同好会目録の特集と

しました。ミュージアムショップ城郭文庫事業として本活動報告配信先にはメールで先行送付しま

した。博物館資料専門店として、いかがでしょうか。 

３・文化支援活動手一杯 

 此の所、急に依頼が殺到し、パンク気味である。所蔵資料のテレビ画像としての提供依頼、論文、

報告書への掲載依頼、販売資料の展示会解説作成依頼、御所蔵資料の鑑定依頼、目録出品品の画像

提供依頼、所蔵資料の研究資料としての画像提供依頼、教育委員会さんからの地域城郭資料の有無

調査依頼、教育委員会さんや研究者の來館絵図閲覧撮影依頼、研究資料の提供依頼ＥＴＣ。此のと

ころすべての時間を日本の古本屋資料掲載に宛てている。従って余剰時間はゼロ。今月も日本の古

本屋の余暇で古書同好会目録の校正、５月２－５日の平和島の来場予約の資料準備、５月７日には

会津の屏風がＢＳ―ＴＢＳで２２時からにっぽん！歴史鑑定に登場する。残念ながらＢＳ契約はし



ていない。日本の古本屋も購入される各地の博物館、資料館、大学の熱意が伝わってくる。博物館

資料専門店としての方向付けは正しいのかも。 

４・次号は紙上姫路城資料、版画、グッズ展を予定 

 前回の金鯱展が非常に好評であり、伏見城聚楽第展とか、考えたが、姫路城展をすることとした

が、資料があまりにも多くて収拾がつかなくなり、５月の平和島骨董市、今月末の古書同好会目録

対応に、戊辰戦争展、鳥羽城調査と目の回るような日々であり、次回以降に展示会を順延した。 

 鳥羽城調査が意外と新発見が続出し、急きょ、まとめて刊行することとした、三重県の城郭の名

がでは意外とほとんど研究されていないことに驚きである。盆野さん御今後の活躍に期待し、今回

調査に来館される鳥羽市教育委員会さんの絵図調査に全面協力し、その成果に期待したい。 
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